
 

 

『無用の用』 

日々の予定に追われているうちに、今年

も半分終わってしまいました。このように

して人生もいつの間にか半分を過ぎてしま

っていたりします。 

「山は登ったからには降りなくてはなら

ない。下山して来られなければ、それは遭

難だ。」と言った人がありますが、人生の前

半は山を登るようなもので、目標や目的な

どを持ち、自分にとっての頂上を目指され

る人がいらっしゃいます。 

さまざまな業界や組織の中で、ご自分に

とっての『山の頂き』を目指し、ある程度

の時期がきたら、後進に道を譲るようにし

て、『下山』して行かれる、そして、ご自分

の私的な生活に重点を置いていかれるよう

な生き方が、若い頃の私には、まぶしく見

えていたものでした。 

心理カウンセラーとして仕事をしている

と、「目指したい山がみつからない」と言っ

て転職を繰り返される人や、「親や周囲の勧

めで登ってはみたけれど、途中で遭難して

どうしていいかわからない」と引きこもっ

てしまわれる人などにもお会いします。 

理想や夢を追える人…、目指したい目標

を持てる人…、その中でも、自分なりの頂

上へ辿り着ける人はそう多くはないのかも

知れません。 

 

それでも、自分にも何かあるはずだと信

じていなくては、子どもたちも受験勉強を

頑張ることは苦しいですし、大学生の就活

の相談をお聴きしていても、無理やりにで

も、こじつけてでも、自分の「やりたいこ

と」をひねり出して頑張っています。 

仕事はやりたいかどうかではなく、「やる

しかないもの」と自分に言い聞かせられる

学生のたくましさに感心しつつ、同じセリ

フを数年前に聞き、数年後にうつと診断さ

れて休職してしまわれた人のことを思った

りもします。 

 先日、ある小学生に将来なにになりた

い？と尋ねたところ、「ゆーちゅーばー」と

即答されました。Youtube という動画サイト

も子どもからお年寄りにまで知れ渡りまし

た。 

インターネットで動画配信をして、人気

者になるだけで高額な収入得られることは、

幼い子どもにもわかりやすく、気軽に、そ

れこそ機材さえあれば小学生にもすぐでき

てしまうビジネスといえます。 

宝くじではありませんが、やっている人

が全て当るというわけではありませんので、

私の知っている人でも動画配信者はいます

が、生活ができるほどの収入は得られない

ようです。 

しかしながら、少しばかり考えさせられ

る点は、これまで『仕事』としては認めら

れなかったものが、今は『職業』として認

められているところです。 

私の子どもの頃は、ゲームばかりしてい



 

 

ても何にもならないと言われていましたが、

今はスマートフォンで遊ぶためのゲームを

開発する仕事はもちろん、その企画を出す

人、キャラクターの絵を描く人、また、遊

んでみた感触を記事にするライターや、ゲ

ームが設計通りに動作しているか遊んでみる

デバッカーなどの仕事も実際にあります。 

そうした職業に就く人は、子どもの頃か

らゲームをたくさんしていたり、マンガや

アニメをたくさん見ていたり、あまり親が

してほしい勉強はして来なかった人も沢山

います。 

臨床心理学の中には、色々な研究があり

ますが、神話や昔話をひも解いて、現代の

人間のこころや社会の在り方を考えてみる

というものもあります。 

昔話の中には、現代社会の常識や価値観

からみると馬鹿ばかしいとか、理解できな

いようなお話しも時々みかけます。 

眠ってばかり居た人や怠けてばかり居た人

が幸せになったり、世間から、役に立たな

いと思われていたものが、普通の人にはわ

からないことで活躍したり。 

 

 『無用の用』というのは、いわゆる老

荘思想ですが、一見必要のないように見え

て、実はなくなると困るものや、ある状況

のときに必要になってくるもののことを指

して言います。 

冒頭で、「山を登って降りる」という例え

を出しましたが、これは、個人の生き方だ

けに限らず、社会全体の成長、成熟、衰退

に当てはめてみても面白いように思います。 

社会が未成熟なときや、システムができた

ばかりの頃は、成長曲線は右肩上がりにな

り、さながら山を登るような勢いが見られ

ます。 

しかし、社会が一旦成熟し、知識や技術、

商品やサービスなどが末端まで行きわたっ

てくると、その成長は止まり、成長を表す

曲線は下降します。行き詰ったシステムや

市場などは、何か別の新たなものに取って

替わられてしまうこともあります。 

今まで誰にも見向きもされなかったもの

や、価値が低いと思われていたものに人々

の注目が集まったりするのは、そうした時

代の変わり目と言えるときかもしれません。 

 登りつめた社会、そこに生きる集団が

『遭難』してしまわないように、様々な業

界、方面のリーダーたちが、下山ルートを

確保するかのように、新たな試みを取り入

れたり、ビジネスの方向転換をされたりと

苦労されるお話しもうかがうことが増えて

います。 

カウンセリングの場は、それぞれの人生

の下山ルートを確保するための作戦会議の

ようなところがあります。 

これまで、その人が重要だと思えていた

ことが急に虚しく感じられたり、ご自分の

得意だったやり方が全く通用しなくなって

しまわれたり、「これまで」の成長を目指す

ための方法論だけでは、「これから」を生き

ることが困難になってしまわれたとき、置

かれている状況に合わせようとしても、人

はそんなに器用には変わることができませ

ん。 



 

 

新たなやり方を探すこと、別の山を登り

直すとしても、一度は下山しなくてはなり

ません。 

先の見えない道なき道を下りながら、何

度も迷ったり、転げたりして、私は、その

人と手を取り合って途方にくれてしまうこ

ともあります。 

一緒に下山しながら、その人が輝いてい

た日々…、頂上を目指して汗をかいてこら

れたこと…、見渡した景色が、その人の人

生にどのような意味を持たせていたかを噛

みしめています。 

 

個人でも、集団でも、『生き延びるための

変化』が求められるときには、「これまで」

を否定的に捨て去るようにして変わるので

はなく、むしろ、大切にすることで見えて

くる「これから」があります。「これから」

を見つめ、そこで生きる姿を思い浮かべる

ことができるならば、それだけで、本当に

必要な変化は自然に訪れます。 

うまくいかないことから逃れるようにし

て目先のことだけを変えてもすぐ行き詰っ

てしまいます。急がば回れ。わかっていて

も実に難しいことです。 

 

『山を登って降りる』という作業は、自

分の価値観の表と裏を行き来することとも

言えます。「始め方」も「終え方」もどちら

も等しく重要なのですが、現代社会では「始

め方」ばかりに意識が向けられてきました

が、今後は「終え方」とどのように向き合

えるかが社会の在り方を決めていくのでは

ないでしょうか。 

 

私たちは役に立つものばかり求め、自ら

も役に立とうとして足掻き、役に立たない

と思っていたものに救われ、自分でも思い

もよらないところで誰かの役に立っている

ものです。 

もし、折り返し地点に立っていると思え

たときには、自分の内側、外側を問わず、

あなたが無用だと思っていたものを見つめ

てみてはいかがでしょうか。 
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